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令和元年度 

第８回市民と議会の意見交換会 

実 施 内 容 

    
R元.11.14，11.16 

 

喜多方市議会 
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開催状況 

 

  日  時 会   場 
参加者数（人） 

男 女 計 

１１月１４日（木） 

午後６時３０分～８時 

 

山都保健センター １０ ２ １２ 

熱塩加納会館 ８ １ ９ 

喜多方プラザ ９ ０ ９ 

１１月１６日（土） 

午後４時～５時３０分 

 

市役所ホール棟 ７ ２ ９ 

塩川福祉センター １４ ２ １６ 

高郷公民館 ４ ０ ４ 

合        計 ５２ ７ ５９ 
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班及び役割分担 

会  場 
山都保健センター 熱 塩 加 納 会 館 喜 多 方 プ ラ ザ 

喜多方市役所ホール棟 塩 川 福 祉 セ ン タ ー 高 郷 公 民 館 

班 １ 班 ２ 班 ３ 班 

司会者（班   長） 齋 藤 仁 一 小 島 雄 一 長 澤 勝 幸 

座 長（総務委員会） 渡 部 勇 一 坂 内 鉄 次 五 十 嵐 吉 也 

〃 （文厚委員会） 矢 吹 哲 哉 上 野 利 一 郎 佐 原 正 秀 

〃 （産建委員会） 山 口 和 男 渡 部 一 樹 田 中 雅 人 

〃 （特別委員会） 班 長 齋 藤 仁 一 班 長 小 島 雄 一 班 長 長 澤 勝 幸 

報告者（総務委員会） 渡 部 勇 一 坂 内 鉄 次 五 十 嵐 吉 也 

〃 （文厚委員会） 矢 吹 哲 哉 上 野 利 一 郎 佐 原 正 秀 

〃 （産建委員会） 山 口 和 男 渡 部 一 樹 田 中 雅 人 

〃 （特別委員会） 班 長 齋 藤 仁 一 班 長 小 島 雄 一 班 長 長 澤 勝 幸 

書記者（総務委員会） 伊 藤 弘 明 小 沢  誠 後 藤 誠 司 

〃 （文厚委員会） 菊 地 と も 子 山 口 文 章 蛭 川 靖 弘 

〃 （産建委員会） 十 二 村 秀 孝 渡 部 一 樹 ・ 佐 藤 忠 孝 小 林 時 夫 

〃 （特別委員会） 菊 地 と も 子 山 口 文 章 後 藤 誠 司 
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各常任委員会の各テーマについていただきましたご意見・要望等については、議会から市当局へ 
の政策提言の参考とし生かしてまいります。また、各会場での内容を精査し、情報共有の観点から 
「意見等一覧」として整理して、当局（市長）に対して事務事業推進に当たっては、内容について 
十分留意することを求め同一覧を伝達（送付）いたしましたので、その内容をご紹介いたします。 
 また、「小中学校の適正規模適正配置」でいただきましたご意見等についても、特別委員会の審 
査・報告へ生かしてまいります。 
 
各常任委員会のテーマ 

総  務  常任委員会：「住民自治の充実強化」について 
文教厚生常任委員会：「子育て支援の充実」について 
産業建設常任委員会：「空き家対策」について 

 
 

総務常任委員会：「住民自治の充実強化」について 
 

№ 会 場 意見・要望等 

１ 山 都・ 

ホール棟 

地区でのいろいろな活動の中で利用が可能な補助金の内容がわかりづらい。市民に対して分かりやすい補助金の説明の場を作っ

てほしい。 

2 高  郷 この意見交換会のように、議員が出向いて生の声を聞いてもらうのは、大変結構なことだと思う。総合支所でも、地域の声を吸

い上げる努力をしてもらいたい。 

 
文教厚生常任委員会：「子育て支援の充実」について 

 

№ 会 場 意見・要望等 

1 山  都 市外から若い家族が移住していただける施策が必要である。特に「食の安全」「食の健康」を考え、有機農法等を基に熱塩方式

の学校給食を取り入れることにより、若い世代（家族）の移住につなげてほしい。熱塩方式は、市長の公約であり、千葉県のい

すみ市の取組を参考にしていただきたい。 

2 山  都 発達障がい児の支援の充実を要望します。 

保育所の支援だけでは不安で、喜多方では診ていただけるところがないことから、専門科のある会津若松市の竹田綜合病院に週

１回、通院しています。南会津町（田島）では、ガソリン代の補助金があるようですが、喜多方市ではこのような助成がないこ
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とから、ガソリン代等の支援を考えてほしい。また、病院の専門職員と保育所の連携が図られていないと感じており、以前、保

育所に普段の生活状況を把握したい等のことで、話がしたいと促したことがあったが、保育所側が協力的でなかった。 このよ

うなことから、病院と保育所の連携が図られるような働きかけをしてほしい。 

3 山  都 子育て中のお母さん達同士の話し合える場をつくって欲しい。 

4 山  都 子育てサークル（ママさん）の支援。 

例えば、猪苗代町にある「森の幼稚園」は自然の中で保育できるような施設であり、自然の中で子供を育てたいと思っているお

母さんが増えてきていると思うことから、市でもこのようなニーズを組み入れ、子育て支援・環境を充実して欲しい。 

5 山  都 子育てや介護に携わる人への待遇を厚くして欲しい。そうすれば、都会に出ないで喜多方に残る方も増え、結婚に繋がるチャン

スも増えるのではないか。 

6 山  都 結婚しない人が増えていることから、子供を作れる環境づくり、少子化対策等を考えてほしい。 

7 山  都 民間のこども園と市のこども園の交流を行い、内容を充実して欲しい。 

8 山  都 耶麻農業高校の存続を強く求める。食農つながりで、福島大学との連携を図ってほしい。 

9 山  都 子供たちの体力づくりが重要であり、自然に親しむ教育が必要と考える。 

山都に里山・自然を生かした保育所を設置することにより、空き家等への若者の移住も図られるのではないか。 

もっと、田舎のよさをアピールし、スポーツ公園等を利活用しながら、都会から人を呼び込む施策が必要である。 

10 山  都 小中学生に日中線しだれ桜並木の落葉を収集して、野菜や花作りをして欲しい。また、落ち葉の有効活用を望む。 

11 山  都 喜多方市は保育士の募集が遅く、人材の確保が難しくなっていると感じることから、早めの募集をすべきである。 

また、人員不足から児童館における子供たちへの十分な安全確保が図られていないと感じる。 

12 ホール棟 保育の受け入れ体制はどうなっているのか。 

保育施設の充実を希望すると共に、全員が預けられるようにして欲しい。 

13 ホール棟 保護者が忙しいのはわかるが、イライラして虐待につながったり、スマホなど離さない親が多い、保護者の育成が必要である。 

14 ホール棟 本市の医療体制の充実を望む。小児科はあるが、緊急時の対応（夜など）が弱い。 

15 ホール棟 放課後の体制を良くしてほしい。運動できるようにしてほしい。 

16 ホール棟 子供の時から防災について学習して欲しい。 

17 ホール棟 学力の向上を願う。子供たちが、会津若松市の学校へ行ってしまう。 

18 ホール棟 学校運営等に係る消耗品費の削減の見直しを要望する。深刻な問題である。 
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19 ホール棟 学校内に「こども食堂」を作ってほしい。共働きが多いので、朝ご飯を食べないで学校にくる子が多いことから、ボランティア

のおばさん達の力を借りて、実施して欲しい。 

20 ホール棟 市の世話やき人をしていますが、気軽に相談する場所を市役所内に設けてほしい。 

21 熱塩加納 延長保育、預かり保育での送迎時間帯が合わなく利用する機会が無かった。 

22 熱塩加納 子育てに対する事業が、どこでやっているか分かりずらいので、窓口をまとめて欲しい。 

23 熱塩加納 小児医療体制が弱い。夜間対応が当市に無いため、若松で受診している。地域医療体制の見直し。 

24 熱塩加納 河内長野市の取り組みを喜多方市で取り組んで欲しい。 

25 熱塩加納 子どもの居場所「れんが」の周知をもっとして欲しい。 

26 熱塩加納 保育無償化・給食費半額などの制度もよいが、子育てしている母親等の相談やコミュニティを図る場所を作って欲しい。 

27 熱塩加納 男性が保育できる環境づくりとして、企業での有給保障、育児休暇を取れる企業、取れない企業がある。 

28 熱塩加納 様々な事業の内容の周知と保育を応援している企業のＰＲをして欲しい。 

29 熱塩加納 幼児だけでなく、小中学生にも支援事業をやって欲しい。 

30 熱塩加納 他の自治体での取り組みを参考に喜多方市でやって欲しい。 

31 熱塩加納 子育て事業の目玉政策を作り、人口減少を食い止めて欲しい。 

32 熱塩加納 子育てできる環境の整備、補助制度を作って欲しい。 

33 熱塩加納 親子３世代同居に対する補助金を交付する政策を実施してほしい。 

34 熱塩加納 合併前の状態より、現状が悪くなっている。現場を見て欲しい。 

35 熱塩加納 働く場所が無いため、子育てできず、市から転出してしまう。 

36 熱塩加納 IT企業のサテライトオフィスを連れてくる。 

37 塩  川 塩川４地区によって待機児童が発生しているようだが、希望に沿って入所できる保育所はあるか。 

38 塩  川 保育士の数は足りているのか、児童数が増加し、保育士が不足しているならば、引退した保育士等に対応してもらえるようにで

きないのか。 



- 7 - 

 

39 塩  川 放課後の児童館での教員数が足りないと思う。 

40 塩  川 保育の現場（園長・保育士）の声をもっと聴いてほしい。 

41 塩  川 利用者ニーズに合った、また、市全体でバランスの取れた場所に保育所を作ってほしい。 

新興住宅地などでは人口が増加しており、子どもを預けられる保育所等の情報を教えてほしい。ちなみに保育所等を作る予定は

ないのか。 

42 塩  川 市で運営しているのはこども園だけなのか、また、保育士の資格を持っている方は何名いるのか。 

43 塩  川 施設を増加すれば、待機児童等の問題を解決できると思う。 

44 塩  川 子育てする親子が集まるイベントはあると思うが、孫を育てていく祖父母などが集まるようなイベントはあるのか。 

子どもは地域で育てるものだと思うので行政において様々な施策を実施してほしい。 

45 塩  川 こども園における幼児の保育環境に疑問があることから、保育環境の充実や保育士に対する教育の徹底を図ってほしい。 

46 塩  川 臨時保育士の処遇改善はどうなっているのか。 

47 プ ラ ザ 他県の事例ニュータウンのようなまちの遷移が必要ではないか。 

48 プ ラ ザ 二本松では子育て施設を中心に新しいまちができた。よい事例である。 

49 プ ラ ザ 娘が私立であるが、公立幼稚園、保育園との待遇を比較するとまだ差がある状況である。市独自ではなかなか難しいだろうが、

公的な施設や車を私立にも貸して欲しい。 

50 プ ラ ザ チャイルドシート購入補助の１子のみという条件を解除してはどうか。 

51 プ ラ ザ なぜ昔のように多くの子を産まなくなったか原点を考えるべき。単にお金だけの問題ではないはず。 

52 プ ラ ザ 子供会の仕組みの中で町内会をコミュニティの場としている。簡単に申し込めて安価な場所をつくる。まわりの町内との連携も

必要。 

53 プ ラ ザ 孫のことを考えると、子どもたちのお手伝いをしていきたい。どうすればよいのか、スクールバスの時間帯と出勤の時間が重な

るので、嫁さんが仕事ができない。 

54 プ ラ ザ 高校生、大学生がこういった支援（子育て）があることを知らせるというのも必要であると感じる。 

55 プ ラ ザ 学習障害を含め、学校に行けない子どもたちへの支援が必要であると感じる。 

56 高  郷 子供の出生率が一番の問題だと考える。また、結婚しない人が増えており、子供の生みやすい環境、子育てしやすい環境が必要
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である。 

57 高  郷 喜多方商業高校跡地に子育て住宅を建てる噂を聞いているが、市内につくっても意味がない、熱塩、山都、高郷につくるべきで

あり、均衡した発展ということを掲げるのであれば、そのようにすべきである。 

58 高  郷 高郷中学校の寄宿舎をリフォームしたのに有効活用していない。もっと活用すべきである。国や県からの要請であればオープン

するのに、民間からの要望では使えない仕組みになっており、改善すべきである。 

59 高  郷 子供の絶対数が少なく、同世代のコミュニケーションが足りないため、高校に進学した際に、悪い影響が出るのではないかと心

配である。 

60 高  郷 子供がいなくなった地域は魅力がなくなる。学校が地域になくなってしまうと、誰もそこに住もうとは思わない。 

 

産業建設常任委員会：「空き家対策」について 
 

№ 会 場 意見・要望等 

1 山  都 地域おこし協力隊に空き家を利用してもらうことはできないか。 

喜多方市では地域おこし協力隊が少ないので、隊員を増やして空き家を利用してもらえれば解消につながるのではないか。 

2 山  都 遊休農地活用と併せて空き家対策をとることはできないか。 

3 ホール棟 空き家を活用してリフォームして販売することはできないか。他市（見附市）においては、市がリフォーム物件を紹介して販売

しているが、人気があり完売している状況なので定住促進につながっている。 

4 ホール棟 旧市内の空き家を利用して宿泊施設にリノベーションすることはできないか。スポ少の大会等で喜多方市に来ても宿泊場所を確

保するのが大変である。 

5 熱塩加納 市外からの移住者の方にきめ細かな支援をしてほしい。地域の行事などにおいて協力いただける体制を作ってほしい。 

6 熱塩加納 空き家の問題が大きくなる前に対応してほしい。補助額が少ない。 

7 塩  川 空き家調査の突合状況の中で所有者不明が 522件もある。行政区長も共有できるシステムづくりが必要ではないか。 

8 塩  川 「空き家対策」という意識がまだ市民の中に浸透していないのではないか。今回の資料のようなものを見れば課題が把握できる。 

9 プ ラ ザ 岩月町入田付、空き家が多くなってきている、半分は倒壊の恐れがある。自分としては、何とかしたい。 
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10 プ ラ ザ 空き家の所有者がわからない、管理する上で困っている。地元として区費の徴収に困っている。 

11 プ ラ ザ 空き家の相続の問題がある。 

12 プ ラ ザ 空き家の活用として、若者向けにお金がかからないようにルームシェア－などで活用できないか。 

13 プ ラ ザ 改修費用の補助額が少ないのではないか。 

14 プ ラ ザ 空き家の利活用として、公務員の宿舎や学生の宿舎に活用しては。 

15 プ ラ ザ 解体後の更地の活用として、ポケットパークなどの整備をしては。 

16 プ ラ ザ 空き家が増えることは、関連して農地も荒れて来るのではないか心配。 

17 プ ラ ザ 人口減少対策を進めることが、空き家対策につながるのではないか。 

18 プ ラ ザ 企業誘致を進めれば、雇用が増え住宅の需要が増えるので、空き家対策につながるのではないか。 

19 プ ラ ザ 国、県との連携が必要で、政治の力が必要である。 

20 プ ラ ザ 空き家対策を民間で実施することは、利益にならないと民間事業者はやらない、NPO法人などがやるべき。 

21 プ ラ ザ 空き家対策として、役割分担が必要 

自助－持ち主  共助－町内会  公助－仕組み  働きかけの手段として 

22 プ ラ ザ 仕組みを利用して空き家対策を完璧に行うとどうなるか。市外者に貸出するのをどの程度考えているのか。 

23 プ ラ ザ 理想とする形をきちっと決めることが大事。 

（例）全部更地にすると虫食いになる。防犯上シャッターを多くすると町の活気がなくなる。 

24 高  郷 空き家に獣の侵入が心配である。 

25 高  郷 地元でも草刈りなど管理の限界がある。 

26 高  郷 熊、サルの被害があり、環境の整備が取れていないので、空き家も増えるのではないか。 

27 高  郷 人口減少、高齢化問題の解決が必要ではないか。 

28 高  郷 空き家の解体撤去の作業中に、ふとんが燃えた跡があったので、不安になった。高郷は不審火が発生しているので、空き家の管

理が必要。 
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29 高  郷 補助申請が面倒である。申請時には、丁寧な対応があればいいのではないか。各申請にも共通すること。県の職員の方が、親切

丁寧に教えてくれる。 

30 高  郷 気軽に相談できる窓口の設置が必要ではないか。 

 

その他（テーマ以外）について 
 

№ 会場 意見・要望等 

1 山  都 電気柵を設置してもイノシシには、なかなか効かない。どうすればいいのか問題だ。また、助成金の拡充も必要である。 

2 山  都 一般家庭ゴミの収集日が月曜日あり、休日にあたる日が多く、ゴミが多く溜まる。収集の曜日をずらして欲しい。 

3 山  都 ポンプの水害・水防対策をして欲しい。 

4 ホール棟 学校運営消耗品費が毎年減額され備品購入が思うようにできない状況である。減額された分を保護者からの集金で補っているの

で、なんとかしてほしい。また、減額になった理由を教えてほしい。 

5 熱塩加納 夢の森の会議室、保健センターホール、調理実習室が借りられない。 

6 熱塩加納 ひめさゆりが維持できなくなる恐れがある。ワークショップを 3回行ったがまとまらない。盗掘の被害もでているので、市とし

て市の花を本気で守って欲しい。対策を早めに！ 

7 熱塩加納 支所機能の充実をお願いしたい。担当職員が代わったらできたものがある。公平な行政運営をお願いしたい。 

8 高  郷 職員の基本的な対応が悪い。あいさつ、電話の対応など。 

9 高  郷 職員のマナー教育が必要ではないか。 

10 高  郷 跡取りが、会津若松市、会津坂下町、旧市内に出て行ってしまっており、町内に若い人（20代、30代）がいない。このままで

あれば空き家や廃屋になってしまうが、解決策はあるのか。 

11 高  郷 農地はふんだんに余っている。全国に農業をしたいという人はたくさんいる。そういった人を高郷に連れてきて、農業を体験し、

よければ住んでいただくというような取り組みが必要である。 

 
これらいただいたご意見・要望等につきましては、議会としてもその実施・実現等、今後も鋭意対応

につとめて参ります。 
多くのご発言をいただき誠にありがとうございました。 


